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　TASAKIは、12月14日～20日まで、
ホリデーシーズンを盛り上げるべく
「TASAKI danger icicles」を伊勢丹
新宿店本館1階ザ・ステージで開催中。
　期間中には、TASAKIのアイコン
ジュエリーの1つとして愛され続けてい
る「danger」シリーズから氷柱をモ
チーフにした「danger icicles」を先行
販売している。

　冷たくも高潔な美
しさを秘め、静かに煌
めく氷柱をクリーンな
輝きのメタルと美しい
光沢のあこや真珠で
デ ザイン。ま た 、
TASAKIのオリジナ
ルカットである「dan-
ger cut」を施したダ

イヤモンドと南洋真珠白蝶を
用いたエレガントなジュエリー
も登場している。

　その他にも、ホリデーオーナメントの
由来であるモチーフからインスパイア
されたフェスティブなデザインの
「 k u g e l 」や、美しい花の輪郭を
SAKURAゴールドのメタルで描き、
TASAKIの2大エレメントであるパール
とダイヤモンドをアクセントに添えた
「chants」からホリデーシーズンを彩る
新作がラインナップ。

　 ㈱ストーン
マーケットが、マ
グネットと天然
石のWパワーで
ファッショナブル
に健康をサポー
トする新ブランド
「L.U.K.A118」

を立ち上げ、格闘家の飯田将成氏をは
じめ、スポーツやカルチャー、ファッショ
ンなどで活躍するスペシャリストを起用
しながら、2023年1月に「CAMPFIRE」
にてクラウドファンディングを開始する。
　また、20代～30代の女性に向けた
商品として、マグネットと天然石をカラ
ダの気になる部分に貼って血行を促進

する「ミネラパッチ」を発売。第一弾の
アンバサダーには美のカリスマとして活
躍するざわちんを起用し、12月19日か
ら先行販売を開始。2023年3月には
トップモデル・女優として活躍するタレ
ントをメインモデルに起用し、4タイプの
商品を追加する予定だ。
　アイテムはネックレスやアームレットな

ど。磁器のパワーで筋肉組織の血行を促
進し、緊張を解きコリをほぐす磁器アク
セサリー。そこにメンタルの向上や安定
をもたらし、心身をポジティブにサポート
するといわれる天然石を用いて、ファッ
ション性と機能性を併せ持つ新感覚の
アクセサリーとして売り出す。なお、家庭
用管理医療機器の認証を取得している。
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名物バイヤーがいなくなった。。。

う。所得税制も累進度合いが今より
ずっと高かったから凸凹少なくみんな
が豊かになった。この昭和の経済を一
言で総括すれば「競争の抑制」。是非
はあるだろう。でもみんながニコニコで
きたのは「競争の抑制」なのだ。今みん
ながギスギスしているのは「競争の貫
徹」なのだ。中間層の復活と岸田君は
いう。が競争を徹底して実現できる話
か。せいぜい金のバラマキでお茶を濁
す程度だろう。昭和に戻ろうとは言わな
い。ここらで一休みしようとは思う。みん
な本音ではそう思っている。生き馬の目
を射抜くようなスピード感と競争の貫
徹、どこかで休まなければ倒れてしま
う。地球だってそう思っている。北極、南

極の氷河は溶け、アマゾンの密林は加
速度に縮小し、大地の沙漠化は止まら
ない。海洋は極小プラスチックで汚染
されている。人類はついに80億になっ
た。８０億人がこの地球の資源で食べ
ていけるのか、ローマクラブ著「成長の
限界」は７０年代に鋭く指摘している。
　SDGs持続可能な社会への取り組
みが進んではいる。が肝心なのは今生
きている我々が休むことだ。競争を抑
制し社会の変化スピードを減速させ多
くの人が豊かになること、このテーマこ
そ昭和が我々に託した宿題だと思う。
　
　令和４年が暮れていく。
　年年にわが悲しみは深くしていよよ
華やぐ命なりけり（岡本かの子）
　心に刺さるいい歌だ。女性ならでは
の感性だろう。男は「いよよくすぶる命
なりけり」だ。命を磨こう、きゅっきゅっ
と磨こう。さすれば、幸運と健康の素敵
な女神がやってくるに違いない。

　　　　　　　　　　　　　  貧骨
　　   cosmoloop.22k@nifty.com

　　令和４年が暮れていく。騒がしい一
年であった。そして競争社会の原則
に何の変化もない一年であった。た
ぶん来年も再来年も変わらないであ
ろう。展望とか希望を誰もが口にする
が、誰もが信じていない。競争社会
の疾病ともいうべき疲労感だけが重
くのしかかったままだ。岸田君の「新
しい資本主義」はどこに行ったのだ
ろう。掛け声だけで具体的な姿は見
えず我々になんの潤いをもたらさな
い。所得格差、待遇格差は改善せず、
ぎすぎすした人間の関係性が都会
にも地方にも広がっている。

　昭和は良かった。
欧米の豊かさに追
いつけ追い越せと国
民は一丸となって猛
烈に働いた。働けば
働くほど賃金は上が
り生活は確実に上
向いた。才覚のある
一握りの人間だけ
が勝ち組だったわけ
ではない。まんべん

なく国民の生活全体が豊かになった。
平凡であること、凡庸であることは中流
であることと同義であった。けれどもそ
れは日本人の勤労意欲だけがもたらし
たものではない。国内の市場が「護られ
ていた」ことを忘れてはならない。
　外国資本の進出を防ぐ保護関税、１
ドル３６０円の固定為替相場、それより
も何よりも国内は規制と行政指導の網
の目が張り巡らされて既得権の天国
だった。談合だって大っぴらに通用して
零細も中小もそれなりに分け前を頂戴
できた時代。輸出で稼いで国内でばら
まいて、阿吽の呼吸でシェアを分け合

日々雑感
暮れていく令和４年
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